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丁寧にお話をお聞きします。
安心してご相談ください。

予約

弁護士  津田和之
兵庫県弁護士会所属

　新年をごみのない美しいまちで迎えていただけるよう、次のとおり
「年末の特別収集」を行います。通常のごみ収集は、年末は12月28日
（火）まで、年始は1月4日（火）から行います。

燃えるごみ
収集地区 年末特別収集日 年始最初の収集日

月・木 12月30日（木）
12月31日(金) １月６日（木）

火・金 12月31日(金) １月４日（火）
容器包装プラスチック

収集地区 年内最後の収集日 年始最初の収集日
月 12月29日(水) １月10日（月）
火 12月28日(火) １月４日（火）
水 12月29日(水) １月５日（水）
木 12月30日（木）１月６日（木）
金 12月29日（水）１月７日（金）

燃えないごみ、カセットボンベ・スプレー缶
収集地区 年内最後の収集日 年始最初の収集日
第１・３月 12月30日（木） １月17日（月）
第１・３火 12月21日（火） １月４日（火）
第１・３木 12月16日（木） １月６日（木）
第１・３金 12月17日（金） １月７日（金）
第２・４月 12月27日（月） １月10日（月）
第２・４火 12月28日（火） １月11日（火）
第２・４木 12月23日（木） １月13日（木）
第２・４金 12月24日（金） １月14日（金）

缶・びん・ペットボトル
収集地区 年内最後の収集日 年始最初の収集日
全地区 12月29日(水) １月５日（水）

年末年始のごみ収集日のお知らせ

　

神
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）
主

催
の
令
和
３
年
度
福
祉
交
流
事
業

が
、
10
月
15
日
（
金
）
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
中
止
と
な
り
、
２
年
ぶ
り
の

実
施
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
各
区
老
連
の
福

祉
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
役
員
・

会
員
を
対
象
に
、
他
地
域
の
福

祉
・
文
化
関
連
施
設
等
を
見
学
し
、

見
聞
を
広
め
る
こ
と
に
よ
り
、
日

常
の
福
祉
活
動
、
友
愛
・
奉
仕
活

令
和
３
年
度　

福
祉
交
流
事
業
が
実
施
さ
れ
る

但
馬
長
寿
の
郷
と
篠
山
城
大
書
院

動
に
活
か
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
兵
庫
県
養
父
市
に
あ

る
「
兵
庫
県
立
但
馬
長
寿
の
郷
」

と
「
篠
山
城
大
書
院
」
を
訪
ね
ま

し
た
。
但
馬
長
寿
の
郷
は
、
里
山

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
研
修
や
交

流
活
動
な
ど
多
目
的
に
利
用
で
き

る
施
設
で
、
県
内
有
数
の
福
祉
用

具
を
品
揃
え
、
理
学
療
法
士
・
作

業
療
法
士
な
ど
の
専
門
家
が
福
祉

用
具
の
利
用
や
住
宅
改
修
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
研
修
と
し
て
、
２
名

の
理
学
療
法
士
の
方
が
講
師
と
な

り
、
①
元
気
で
暮
ら
し
続
け
る
秘

訣
に
つ
い
て
「
フ
レ
イ
ル
（
虚

弱
）」
に
な
り
に
く
い
人
は
「
こ

こ
」
が
ち
が
う
‼
②
福
祉
用
具
の

正
し
い
使
い
方
に
つ
い
て
映
像
を

交
え
、
ま
た
体
操
を
し
た
り
し
て

講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
講
義
に
頷
き
な
が
ら
熱

心
に
聞
き
入
り
、
福
祉
用
具
の
体

験
な
ど
有
意
義
に
研
修
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

施
設
内
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食

事
を
し
、「
篠
山
城
大
書
院
」
に

向
か
い
ま
し
た
。
こ
の
大
書
院

は
、
篠
山
城
に
関
す
る
資
料
の
展

示
の
他
、
シ
ア
タ
ー
で
篠
山
城
築

城
の
経
緯
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、

江
戸
時
代
の
雰
囲
気
を
再
現
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
、
例
年
の
約

半
分
50
名
に
制
限
し
、
研
修
や
食

事
は
２
班
に
分
け
る
な
ど
「
３

密
」
回
避
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
を
講
じ

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
11
月

11
日
（
木
）、
し
あ

わ
せ
の
村
・
運
動
広

場
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

例
年
は
年
２
回
、

個
人
戦
に
よ
る
春
季

大
会
と
団
体
戦
に
よ

る
秋
季
大
会
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
同
様
、
春
季
大
会

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
影
響
で

中
止
と
な
り
、
そ
の

た
め
今
回
も
秋
季
大

会
は
個
人
戦
と
団
体

戦
を
あ
わ
せ
た
形
式

で
実
施
し
ま
し
た
。
基
本
的
に
は

個
人
戦
と
し
て
各
組
６
人
で
構
成

し
、
親
睦
を
図
る
た
め
、
各
組
は

異
な
る
区
老
連
３
人
ず
つ
の
編
成

と
し
、
男
女
別
で
個
人
の
順
位
を

決
定
、
編
成
さ
れ
た
組
の
成
績
の

良
い
チ
ー
ム
を
表
彰
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
当
日
の
参
加
者
は
選

手
203
名
と
大
会
役
員
等
32
名
の
合

計
235
名
で
す
。

　

開
催
日
の
前
日
は
小
雨
模
様

で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

当
日
は
晴
れ

時
々
曇
り
で

予
定
通
り
に

午
前
10
時
か

ら
大
会
を
開

催
し
ま
し

た
。
開
会
式

で
は
、
大
辻

理
事
長
の
開

会
挨
拶
、
藤

本
大
会
運
営

副
委
員
長
の

競
技
・
注
意

事
項
説
明
が

行
わ
れ
、
女

性
委
員
会
の

指
導
に
よ
る
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

体
操
」
を
行
っ
た
後
、
ゲ
ー
ム
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
全
面
改

修
さ
れ
た
運
動
広
場
の
緑
鮮
や
か

な
芝
生
の
上
で
、
マ
ス
ク
を
し
な

が
ら
、
ゲ
ー
ム
は
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
３

試
合
行
い
ま
し
た
が
、
最
終
試
合

の
終
盤
か
ら
小
雨
が
降
り
始
め
た

た
め
、
表
彰
式
と
閉
会
式
は
取
り

や
め
、
入
賞
者
へ
の
賞
品
は
後
日

お
届
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

上
位
の
入
賞
者
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

〔
個
人
成
績
〕

【
男
性
】

第
１
位　

浅
利
重
幸
（
中
央
区
）

第
２
位　

藤
田
宮
男
（
東
灘
区
）

第
３
位　

重
田
英
男
（
兵
庫
区
）

【
女
性
】

第
１
位　

藤
井
明
代
（
西　

区
）

第
２
位　

杉
尾
は
る
み（
兵
庫
区
）

第
３
位　

藤
井
志
都
香（
西　

区
）

〔
チ
ー
ム
賞
〕

【
優　

勝
】
増
田
泰
弘
・
谷
口
幸

子
・
駒
田
義
信
（
東
灘
区
）
／
浅

利
重
幸
・
野
瀬
幸
一
・
杉
野
喜
久

子
（
中
央
区
）

【
準
優
勝
】
石
田
堅
治
・
石
川
信

子
・
杉
尾
は
る
み
（
兵
庫
区
）
／

田
中
康
弘
・
浦
林
隆
秋
・
久
原
喜

美
雄
（
須
磨
区
）

【
第
３
位
】
中
澄
晴
則
・
藤
田
宮

男
・
松
原
宏
仁
（
東
灘
区
）
／
山

中
尚
・
西
村
満
・
松
井
茂
雄
（
兵

庫
区
）

　

な
お
、
今
大
会
の
司
会
進
行

は
、
ス
ポ
ー
ツ
部
会
高
見
省
吾
委

員
（
須
磨
区
）
が
担
当
さ
れ
、
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
は
、
國
川
洋

子
・
杉
若
た
か
の
（
東
灘
区
）、

上
嶋
初
子
・
佐
藤
千
恵
子
（
西

区
）
の
４
名
の
方
々
に
指
導
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋季グラウンドゴルフ大会が
 開催される

令和
３年度
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市 老  連



神
戸
交
流

ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー

須
磨
区
老
連

　

好
天
の
10
月
５
日

（
火
）、
神
戸
市
老
連
協
賛

の
第
７
回
神
戸
交
流
ウ
ォ

ー
ク
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ

た
。
須
磨
区
老
連
か
ら
は

バ
ス
４
台
、
167
名
が
参

加
。
比
叡
山
の
麓
・
日
吉

大
社
の
門
前
町
・
大
津
市

坂
本
の
石
積
み
の
道
を
歩

く
。
ス
タ
ー
ト
し
て
ほ
ど

な
く
参
加
者
か
ら
口
々

に
「
わ
ぁ
、
良
い
匂
い
が

す
る
」「
金
木
犀
や
」
の

声
。
そ
の
香
り
に
気
分
が

軽
や
か
に
な
る
。
延
暦
寺

僧
侶
の
隠
居
所
の
里
坊
は

坂
本
な
ら
で
は
の
街
並
み

を
造
り
、
一
帯
は
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
選
定
さ
れ
て
い

る
。

　

進
む
と
左
手
に
生
源
寺

が
あ
り
、
こ
こ
で
説
明
を

受
け
る
は
ず
が
、
立
ち
止

ま
る
人
も
な
く
通
り
過
ぎ

て
日
吉
馬
場
の
通
り
を
越

え
る
と
名
物
の
日
吉
そ

ば
・
鶴
喜
そ
ば
が
並
ぶ
。

古
い
町
屋
や
商
店
が
残
る

作
り
道
は
頻
繁
に
軽
自
動

車
等
が
走
る
。
横
に
広
が

っ
て
歩
く
参
加
者
に
数
人

が
「
車
が
来
た
で
、
左
に

寄
っ
て
」
と
注
意
を
促

す
。
そ
の
道
を
右
折
し
た

御
殿
馬
場
通
り
は
ゆ
る
や

か
な
登
り
坂
で
、
左
手
の

叡
山
文
庫
を
通
り
過
ぎ
、

正
面
の
滋
賀
院
門
跡
で

は
、
高
さ
８
m
の
穴あ

の
う太
積

み
の
大
き
な
石
垣
を
見
上

げ
る
。
次
に
日
吉
馬
場
の

通
り
を
北
に
進
む
と
、
茶

屋
の
先
の
左
に
旧
竹
林

院
。
里
坊
の
ひ
と
つ
で
、

邸
内
に
は
主
家
の
南
西
に

約
３
３
０
０
㎡
の
庭
園
が

広
が
り
、
大
正
時
代
に
建

て
ら
れ
た
２
棟
の
茶
室

と
、
あ
ず
ま
や
が
あ
る
。

２
階
に
あ
が
り
、
八
王
子

山
を
借
景
に
地
形
を
巧
み

に
利
用
し
な
が
ら
滝
組
と

築
山
を
配
し
た
庭
園
を
眺

め
る
。
大
宮
川
の
清
流
が

園
内
を
走
り
、
手
入
れ
の

行
き
届
い
た
木
々
が
四
季

折
々
の
風
情
を
か
も
し
だ

す
。
大
政
所
を
過
ぎ
、
左

に
歩
を
と
っ
て
日
吉
大
社

に
至
る
道
を
通
過
す
る
と

ゴ
ー
ル
の
駐
車
場
だ
。
そ

の
手
前
の
金
木
犀
が
香
る

地
に
立
つ
と
、
前
方
に
琵

琶
湖
が
広
が
り
、
対
岸
の

近
江
富
士
（
三
上
山
）
も

一
望
で
き
た
。

　

無
事
に
歩
き
通
し
た
後

は
、
琵
琶
湖
大
橋
「
道
の

駅
・
米
プ
ラ
ザ
」
へ
。
観

光
船
出
港
地
の
傍
で
他
区

老
連
の
人
々
と
共
に
、
大

橋
と
穏
や
か
な
湖
面
を
眺

め
な
が
ら
弁
当
の
昼
食
。

最
後
は
、
井
筒
八
ッ
橋
本

舗
で
の
買
物
を
楽
し
ん

だ
。

　

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
も
汗

ば
む
よ
う
な
一
日
、
歴
史

を
刻
む
近
江
・
坂
本
を
仲

間
ら
と
訪
ね
、
初
秋
を
大

い
に
楽
し
む
バ
ス
旅
行
だ

っ
た
。

区
老
連
だ
よ
り

区
老
連
だ
よ
り

　

７
月
19
日
（
月
）
に
灘

区
老
連
会
長
地
方
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
30
分
、
Ｊ
Ｒ

六
甲
道
駅
前
か
ら
バ
ス
２

台
に
分
乗
し
て
、
兵
庫
県

神
鍋
高
原
方
面
を
目
指
し

て
出
発
し
ま
し
た
。
当
日

は
連
日
の
猛
暑
の
な
か
、

無
事
に
会
長
会
会
場
の
ブ

ル
ー
リ
ッ
ジ
ホ
テ
ル
に
到

着
し
ま
し
た
。
市
・
区
老

連
関
係
の
議
題
・
報
告
等

が
終
了
し
、

そ
の
後
、昼

食
を
頂
き
ま

し
た
。
昼
食

後
、
植
村
直

己
冒
険
館
を

見
学
、
初
め

て
彼
が
兵
庫

県
豊
岡
市
の

出
身
者
で
あ

っ
た
こ
と
を

知
り
ま
し

た
。
彼
の
冒

険
の
記
録
を

紹
介
い
た
し

ま
す
。

・
１
９
６
６
年　

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
最
高
峰
モ
ン
ブ
ラ
ン

（
高
度
４
８
０
７
ｍ
）
に

単
独
登
頂
。

・
１
９
６
６
年　

ア
フ
リ

カ
大
陸
最
高
峰
キ
リ
マ
ン

ジ
ャ
ロ
（
高
度
５
８
９
５

ｍ
）
に
単
独
登
頂
。

・
１
９
６
８
年　

南
米
大

陸
最
高
峰
ア
コ
ン
カ
グ
ア

（
高
度
６
９
６
０
ｍ
）
に

単
独
登
頂
。

・
１
９
６
８
年　

ア
マ
ゾ

ン
川
約
６
０
０
０
㎞ 
を
単

独
筏
下
り
。・

１
９
７
０
年

　

松
浦
輝
夫
氏

と
共
に
、
日
本

人
と
し
て
初
め

て
世
界
最
高
峰

エ
ベ
レ
ス
ト

（
８
８
４
８
ｍ
）

の
頂
上
に
立
っ

た
。

・
１
９
７
０
年

　

北
米
大
陸
最

高
峰
マ
ッ
キ

ン
リ
ー
（
高
度

６
１
９
４
ｍ
）

に
単
独
登
頂
。

世
界
初
の
５
大
陸
最
高
峰

登
頂
者
と
な
っ
た
。

・
１
９
７
１
年　

日
本
列

島
３
０
０
０
㎞
を
徒
歩
で

縦
断
。

・
１
９
７
３
年　

グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
３
０
０
０
㎞ 
を

犬
ゾ
リ
単
独
行
。

・
１
９
７
６
年　

北
極
圏

１
万
２
０
０
０
㎞ 
の
犬
ゾ

リ
単
独
行
。

・
１
９
７
８
年　

世
界
初

の
北
極
点
に
犬
ゾ
リ
隊
に

よ
る
単
独
到
達
。

・
１
９
７
８
年　

世
界
初

犬
ゾ
リ
単
独
行
で
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
縦
断
。

・
１
９
８
１
年　

冬
季
エ

ベ
レ
ス
ト
登
頂
断
念
。

・
１
９
８
２
年　

南
極
大

陸
犬
ゾ
リ
隊
に
よ
る
走
破

と
同
最
高
峰
登
頂
の
た

め
、
南
極
へ
。

・
１
９
８
３
年　

残
念
な

が
ら
、
南
極
大
陸
走
破
計

画
を
断
念
。

・
１
９
８
４
年　

世
界
初

の
冬
季
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
単

独
登
頂
。
翌
日
、
搭
乗
飛

行
機
と
の
交
信
を
最
後
に

消
息
を
絶
っ
た
。

　

帰
路
、
神
鍋
高
原
「
道

の
駅
」
に
寄
り
、
皆
さ
ん

は
思
い
思
い
に
土
産
物
を

買
い
求
め
ま
し
た
。

　

バ
ス
は
順
調
に
走
り
、

無
事
帰
神
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
楽
し
い
会
長

地
方
研
修
会
で
し
た
。

会
長
地
方
研
修
会

灘
区
老
連

後
期
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会

垂
水
区
老
連

　

９
月
30
日
（
木
）
午
前

10
時
か
ら
垂
水
ス
ポ
ー
ツ

ガ
ー
デ
ン
・
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
17
ク

ラ
ブ
124
名
が
参
加
し
て
後

期
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
（
個
人
戦
）
が
開
催

さ
れ
た
。

　

開
会
式
は
山
本
ス
ポ
ー

ツ
部
会
長
の
進
行
で
行
わ

れ
、
主
催
者
挨
拶
で
上
野

区
老
連
会
長
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
も
フ
レ
イ
ル
予
防
の

た
め
に
も
運
動
が
必
要
」

と
、
こ
の
大
会
の
意
義
を

述
べ
た
。
続
い
て
、
区
役

所
ま
ち
づ
く
り
課
の
音
瀬

課
長
を
は
じ
め
来
賓
の

方
々
か
ら
、
激
励
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た
。

　

競
技
進
行
の
前
に
、
前

田
ス
ポ
ー
ツ
部
長
か
ら
ル

ー
ル
説
明
の
あ
と
、
女
性

委
員
会
の
４
名
の
方
々
の

指
導
の
も
と
、「
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
体
操
」
で
体
を

ほ
ぐ
し
、
競
技
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

競
技
は
、
午
前
、
昼
食

を
は
さ
ん
で
午
後
と
、
そ

れ
ぞ
れ
３
ゲ
ー
ム
を
行
っ

た
。
ゲ
ー
ム
後
に
各
自
の

成
績
を
集
計
し
て
い
る

間
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
大

会
で
過
ご
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、優
勝
・
準

優
勝
・
３
位
が
表
彰
さ
れ
、

飛
び
賞
は
５
位
か
ら
35
位

ま
で
、
更
に
Ｂ
Ｂ
賞
が
紹

介
さ
れ
、
賑
や
か
な
声
の

中
、大
会
は
無
事
終
了
し
た
。
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一般社団法人 神戸市老人クラブ連合会 ＫＯＢＥシニアクラブ 〒650-0016 神戸市中央区橘通3-4-1
1078-341-8507 5078-341-8524 　http://kobeshirouren.or.jp/

（予約受付 9：00 ～ 18：00)

1泊2食付き
季節の宿泊プラン

☎078-743-8000
・写真はすべてイメージです。
・高齢者とは 65 歳以上の方です。当日、年齢を証明できるものをご持参ください。
・仕入れ状況により一部内容を変更する場合がございます。
・表示料金は 1泊 2食付き平日 1室 3名様でご利用の場合です。
  休前日のご利用また 1室の利用人数によって料金がかわります。
・料金は税込みです。

※ 極プランは 2名様より承ります

極 極 高齢・障がい
一　般

￥10,500～
￥13,000～

松 高齢・障がい
一　般

￥8,700～
￥11,200～

竹 高齢・障がい
一　般

￥7,800～
￥10,300～

梅 高齢・障がい
一　般

￥6,000～
￥8,500～

松

梅竹

極極極

2021 年 11 月 16 日 ( 火 ) ～ 2022 年 1 月 10 日 ( 月 )
12/31 ～ 1/3 除く

極
3 年とらふぐ

！

冬の味覚を堪
能‼3年とらふぐ
！

冬の味覚を堪
能‼

も
ら
う
事
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
長
田
区

は
５
名
い
ま
し
た
が
２
名

が
教
室
を
辞
め
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
今
年
も
老
眼
大

学
会
の
友
情
出
演
で
16
名

が
申
し
込
み
ま
し
た
。
打

ち
合
わ
せ
会
議
を
重
ね
、

教
室
も
な
い
の
で
個
々
に

連
絡
を
取
り
曲
も
決
め
ま

し
た
が
、
途
中
で
昨
年
か

ら
考
え
て
い
た
舞
台
衣
装

が
出
来
あ
が
っ
た
の
で
、

衣
装
の
似
合
う
曲
に
変
更

し
ま
し
た
。
今
年
が
最
後

の
演
芸
会
に
な
る
か
も
知

れ
な
い
と
励
ま
し
合
い
、

練
習
を
し
て
い
た
の
で

す
が
、
昨
年
に
続
き
演
芸

会
も
中
止
に
な
り
、
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
が
、
よ
う

や
く
教
室
も
始
ま
り
ま
し

た
の
で
、
新
し
い
衣
装
の

デ
ビ
ュ
ー
を
待
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。

長
田
区　

二
久
塚
長
老
会

藤
竹　

一
夫

コ
ロ
ナ
禍
に
思
う

　

昨
年
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で

社
会
全
体
が
お
か
し
く
な

り
、
世
の
中
が
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
老
人
会
も
そ
の
中
に

飲
み
込
ま
れ
、
何
も
か
も

が
中
止
と
な
り
、
ク
ラ
ブ

便
り
に
書
く
事
が
無
く
困

り
ま
し
た
。

　

私
自
身
は
老
人
会
だ
け

で
な
く
、
警
察
署
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
な
が
た
っ
子

ネ
ッ
ト
・
老
眼
大
学
会
の

大
正
琴
部
に
も
い
ま
す

が
、
昨
年
か
ら
学
校
へ
何

回
行
け
た
か
、
数
え
ら
れ

る
程
で
す
。
新
年
度
の
４

月
か
ら
は
皆
で
力
を
合
わ

せ
て
教
室
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
話
し
合
っ
た
次
の
日

か
ら
休
校
と
な
り
、
長
い

緊
急
事
態
宣
言
が
続
き
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
も

６
月
12
〜
13
日
に
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
で
琴
城
流
神
戸

支
部
の
発
表
会
が
あ
り
、

老
眼
大
学
会
も
参
加
し
ま

し
た
。
教
室
で
の
練
習
も

な
く
、
会
員
は
自
宅
で
の

練
習
だ
け
で
12
日
に
初
め

て
の
合
同
練
習
で
し
た
。

　

私
は
本
当
に

上
が
っ
て
し
ま

い
、
今
何
処
を

演
奏
し
て
い
る

の
か
分
か
ら
な

く
な
り
、
先
生

に
楽
譜
を
指
さ

れ
る
始
末
で
し

た
。13

日
の
本
番

で
は
上
手
く
い

き
、
琴
城
流
の

先
生
か
ら
も

「
良
か
っ
た
よ
」

と
声
を
掛
け
ら

れ
、
最
高
の
出

来
栄
え
と
お
褒

め
の
言
葉
を
頂

き
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

次
は
「
神
戸
市
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
」
で
、
２
部
の

「
演
芸
の
つ
ど
い
」
に
長

田
区
か
ら
出
演
さ
せ
て

東
灘
区　

西
青
木
ク
ラ
ブ

那
須　

啓
司

西
青
木
ク
ラ
ブ
紹
介

　

私
達
は
家
で
と
じ
こ
も

り
に
な
り
が
ち
な
毎
日
で

健
康
が
大
切
で
す
。
そ
こ

で
誰
も
が
参
加
で
き
楽
し

く
な
ご
や
か
に
会
話
し
て

運
動
す
る
事
が
必
要
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
西
青
木
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
部
は
、
毎
週
月

曜
日
と
金
曜
日
に
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
元
気
な

「
お
は
よ
う
」
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

整
備
し
て
練
習
を
始
め
ま

す
。

　

現
在
30
名
が
２
組
に
分

か
れ
て
１
時
間
30
分
ほ
ど

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
老
い
た
れ
ど
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
参
加
者
は
空

に
届
け
と
響
く
音
あ
り
」

と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
や
っ

て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出

る
と
「
良
か
っ
た
ね
、
お

め
で
と
う
」
の
拍
手
で
迎

え
ま
す
。

　

な
ん
と
言
っ
て
も
、
楽

し
く
参
加
す
る
事
に
意
義

が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
明

日
を
信
じ
て

一
歩
一
歩
と

幸
せ
い
っ
ぱ

い
の
信
念

で
、
今
後
と

も
活
動
し
て

参
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に

も
、
カ
ラ
オ

ケ
同
好
会
25

名
と
輪
投
げ

同
好
会
15
名

も
頑
張
っ
て

活
動
し
て
い

ま
す
。

兵
庫
区　

川
池
東
部
寿
会

塚
本　

維
昭

頑
張
っ
た
女
性
会
長

　

当
ク
ラ
ブ
は
設
立
が
昭

和
40
年
と
い
う
比
較
的
古

い
老
人
会
で
、
こ
の
地
域

の
自
治
会
・
婦
人
会
な
ど

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
大

層
お
元
気
が
あ
る
女
性
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
方
が
貢
献
を
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
道
具
一
式
・

輪
投
げ
道
具
一

式
・
カ
ラ
オ
ケ

の
機
械
の
購
入

に
際
し
、
他
の

団
体
か
ら
も
協

力
金
を
得
て
、

各
同
好
会
を
設

立
し
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
我

が
ク
ラ
ブ
の
弔

旗
が
古
く
な
っ

た
の
で
、
生
き

て
い
る
間
に
変

え
て
お
き
た
い

と
交
換
さ
れ
ま

し
た
。
な
ん
と

30
万
円
で
購
入

さ
れ
る
も
、
直

ぐ
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
に
し
て
い

る
行
事
、
敬
老
の
日
に
は

お
祝
い
の
贈
り
物
・
１
月

に
は
新
年
会
・
４
月
に
は

総
会
・
そ
し
て
夏
に
は
地

域
の
保
育
園
と
小
学
校
の

夏
祭
り
に
協
力
、
こ
れ
ら

の
慣
習
も
こ
の
方
か
ら
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
２
年

間
コ
ロ
ナ
・
コ
ロ
ナ
で
、

何
も
催
し
を
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
来
年
は
派
手
に

や
ろ
う
か
と
言
う
声
が
聞

こ
え
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

第690号〔毎月10日発行〕（３） 令和３年12月10日（金曜日） ＫＯＢＥシニアクラブ



「とっておきの作品」募集
　会員の皆様から、絵はがき＆色紙絵を
募集しています。必要事項を記入したも
のを同封の上、作品をお寄せください。
必要事項
①氏名（ふりがな）　②クラブ名　③題名
④郵便番号　⑤住所　⑥電話番号
※ 葉書サイズ（100㎜×148㎜以内）・色紙
サイズ（242㎜×272㎜以内）でお願い
します。それ以外は受付できません。
※ 作品は随時ご返却いたしますが、長期
間お預かりする場合がありますのでご
了承ください。
※ 作品は丁重に取り扱いますが、損傷に
ついては理由のいかんにかかわらず、
一切の責任を負いません。

宛　　先
〒650-0016　神戸市中央区橘通３-４-１〒650-0016　神戸市中央区橘通３-４-１
KOBEシニアクラブ「とっておきの作品」係KOBEシニアクラブ「とっておきの作品」係

とっておきの作品

【
西
区
】

天
が
岡
シ
ニ
ア
倶
楽
部古南　

み
ち
子

短　
　

歌

花
山
短
歌
会
（
北
）

子
を
四
人
育
て
し
事
に
尽

る
な
り
落
葉
に
埋
れ
る
木

造
の
家

古
林　

保
子

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
延
期
の

相
次
ぐ
に
ま
た
も
キ
ャ
ン

セ
ル
ヘ
ル
パ
ー
の
予
約

水
越　

敦
子

山や
ま

間あ
い

に
ひ
そ
と
た
た
づ
む

宿
五
軒
鳥
の
鳴
く
声
露
天

湯
に
聞
く

木
下
い
く
子

■
個
人

暮
れ
ゆ
き
て
朽
葉
踏
み
つ

つ
家
路
行
く
背
の
風
に
聴

く
冬
の
足
音（灘）

上
田　

節
子

久
し
ぶ
り
グ
ル
ー
プ
シ
オ

ン
集
ま
り
し
皆
ん
な
の
笑

顔
気
持
ち
安
ら
ぐ

（灘）
酒
井　

郁
美

寒
い
朝
バ
ス
待
つ
人
は
皆

無
口
ス
マ
ホ
見
つ
め
て
指

だ
け
が
動
く

（中）
あ
さ
と
し

日
焼
し
た
腕
を
捲
れ
ば
穏

や
か
に
チ
ク
ッ
と
す
る
よ

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（中）
水
口　

敏
子

新
聞
の
ク
イ
ズ
漢
字
を
仮

名
に
す
る
サ
ロ
ン
の
タ
イ

ム
虱
の
漢
字
で
喋
り
止
ま

ら
ず

（兵）
大
賀　

清
子

ま
た
一
人
う
た
っ
て
送
っ

た
田
ん
ぼ
路
友
の
も
ち
う

た
恋
う
た
つ
づ
り

（北）
眞
木
香
代
子

山や
ま

間あ
い

の
流
る
る
川
の
際
に

咲
く
色
香
ゆ
か
し
い
野
菊

一
群
れ

（須）
江
口　

啓
子

夢
の
中
我
れ
呼
ぶ
声
に
ふ

り
向
け
ば
い
ち
ご
か
か
え

た
亡は

母は

の
笑
顔
が

（西）
秋
山
シ
ズ
ヱ

い
つ
も
行
く
神
社
へ
の
道

秋
色
に
コ
ス
モ
ス
染
め
て

あ
か
し
ろ
ピ
ン
ク

（西）
古
西　

澄
子

「
マ
ツ
タ
ケ
」
を
籠
イ
ッ

パ
イ
で
伯
父
が
来
る
懐
か

し
き
夢
に
ふ
る
さ
と
想
う

（西）
濱
頭
ミ
ノ
ル

ふ
る
さ
と
の
匂
い
を
起
こ

す
風
蘭
は
ど
か
り
と
「
ヘ

ゴ
」
に
馴
染
む
四よ

十と

年と
せ

（西）
松
浦　

妙
子

詠
進
歌
入
選
し
た
る
夢
を

見
る
な
ん
と
嬉
し
い
真
夢

な
れ
と

（西）
水
澤　
　

清

川　
　

柳

桂
木
ひ
ふ
み
会
（
北
）

わ
が
財
布
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
の
貯
金
箱

荒
木　

宗
久

ま
だ
ま
だ
と
脱
皮
か
さ
ね

て
こ
の
程
度
京
念
久
美
子

お
金
よ
り
場
所
と
る
カ
ー

ド
財
布
中

笹
岡　

淑
子

今
日
を
脱
ぎ
明
日
は
明
日

の
衣
着
て

杉
尾　

悦
子

水
着
シ
ョ
ー
も
う
こ
れ
以

上
脱
げ
ま
せ
ん大

和
ケ
ン
ト

筑
栄
会
（
北
）

穴あ

太の

積う

麒
麟
が
く
る
か
秋

の
城

か
ほ
う

八
年
に
一
度
の
中
秋
満
月

だ

三
茶

紅
葉
を
求
め
て
二
人
旅
に

出
る

ヨ
シ

犬
の
ふ
ん
か
い
ぬ
し
の
家

さ
ぞ
き
れ
い

と
き
子

秋
風
に
香
る
萩
手
に
ふ
れ

て
見
る

と
し
こ

風
に
ゆ
れ
す
す
き
コ
ス
モ

ス
身
を
ま
か
せ

ま
り
子

満
月
を
ス
ス
キ
と
お
芋
で

観
た
昔

ま
さ
こ

■
個
人

ま
た
来
た
か
夜
に
冷
め
た

き
冬
布
団
（東）
増
田　

芳
之

理
解
不
可
何
度
読
ん
で
も

取
説
く
ん

（北）
か
ん
い
ち

冬
野
菜
発
芽
そ
ろ
っ
て
キ

モ
チ
ヨ
カ
（北）
北
野　

利
一

狭
き
国
被
爆
の
森
の
広
い

こ
と

（北）
宮
内
美
栄
子

一
発
で
浮
ん
で
こ
な
い
薬

の
名

（北）
竜
太

孫
が
来
る
う
れ
し
忙
が
し

ふ
と
ん
干
す（長）

小
林　

尚
子

マ
ス
ク
取
れ
あ
な
た
の
素

顔
久
し
振
り（垂）

小
髙　
　

肇

写
経
し
て
心
落
ち
つ
く
無

の
世
界

（西）
大
島
喜
久
子

年
賀
状
い
つ
ま
で
出
す
か

思
案
す
る
（西）
萩
原　

浩
一

お
だ
や
か
な
秋
は
駆か

け
足あ

し

菊
か
お
る
（西）
藤
長　

文
子

真
夏
日
の
次
の
日
冬
日
芋

を
掘
る

（西）
松
井　

文
子

へ
な
ぶ
り

姿
焼
き
鯛
骨
だ
し
で
粥
つ

く
る
思
い
も
無
惨
ポ
イ
捨

て
さ
れ
る
（北）
清
水　

久
子

第
一
次
立
共
合
作
思
い
出

す
百
年
前
の
蒋
の
失
策

（垂）
壺
天
子

俳  
句
投
句　

九
九
句

掲
載　

八
六
句

紅
梅
会
（
東
）

サ
ー
フ
ィ
ン
の
神
風
の
波

東
京
五
輪

安
田
早
智
子

川
端
の
う
す
む
ら
さ
き
の

萩
の
道

阿
部
美
恵
子

観
月
会
円ま

ど
か

な
姿
師
を
語
る

石
田　

朋
子

山
門
を
く
ぐ
り
て
し
ば
し

萩
の
寺

荻
原
扶
喜
子

サ
ッ
カ
ー
の
白
熱
の
夜
や

手
に
汗
を

武
山
比
佐
美

地
蔵
尊
指
の
先
ま
で
良
夜

か
な

平
田　
　

恵

雲
刷
き
て
満
月
見
上
げ
心

澄
む

松
本　

松
子

車
窓
よ
り
紅
葉
の
山
の
色

は
美
し

臼
井　

里
子

梅
苑
句
会
（
東
）

吾
が
こ
と
と
敬
老
の
日
の

う
れ
が
な
し

時
枝
千
穂
子

名
月
や
雲
の
間
に
間
に
の

ぞ
か
せ
て

山
田
し
づ
子

秋
色
の
セ
ー
タ
ー
揃
う
商

店
街

深
沢　

清
子

篠
原
句
会
（
灘
）

温
め
酒
娘
二
人
の
誕
生
日

木
原　

愛
子

庭
に
水
残
る
蚊
の
来
て
弱

く
刺
す

清
水　

昭
子

波
間
よ
り
淡
路
観
音
惜
し

む
秋

仁
居
津　

勲

老
妻
が
酒
の
相
手
の
月
見

か
な

村
上　

弥
廣

ブ
ザ
ー
鳴
り
敬
老
の
日
の

品
届
く

横
田　

昌
子

宝
愛
句
ら
ぶ
（
中
）

道
白
し
風
が
持
ち
込
む
こ

ぼ
れ
萩

和
子

お
す
そ
わ
け
栗
待
ち
受
け

て
栗
ご
は
ん

悦
子

落
葉
し
て
木
々
の
衣
装
も

舞
い
上
が
り

千
枝
子

笛
一
つ
調
教
の
鳥
秋
の
暮

道
子

句
帳
手
に
漫
ろ
歩
き
や
秋

の
暮

丘

ベ
タ
凪
の
浮
木
の
波
紋
や

秋
の
暮

和
志

一
人
居
は
気
ま
ま
に
過
ご

し
栗
ご
は
ん

芳
子

栗
ご
飯
皮
む
く
妻
の
若
か

り
し

哲
男

梅
の
美
会
（
兵
）

菊
枕
師
に
贈
ら
ん
と
久ひ

さ

女じ
ょ

縫
う

岡
田
富
早
恵

秋
高
し
宣
言
解
除
一
息
す

山
口　

茂
子

虫
の
声
合
わ
ぬ
輪
唱
無
人

駅

山
田　

朝
子

一
人
居
の
夕
餉
も
楽
し
鰤

大
根

粟
野　

富
江

故
郷
の
匂
ひ
親
し
き
今
年

米

藤
井　

歌
子

休
耕
田
色
と
り
ど
り
に
染

ま
る
秋

林　
　

靜
野

青
葉
ク
ラ
ブ
（
北
）

帰
る
に
は
遠
き
ふ
る
里
紅

葉
晴

馬
場
み
つ
え

救
急
車
行
え
気
に
な
る
秋

の
暮

山
本　

恒
雄

秋
の
暮
万
物
燃
え
て
一
日

終
ゆ

前
川　

弘
子

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
）

吾
亦
紅
手
の
温
も
り
の
残

る
肩

て
る
子

遠
い
日
の
お
ば
の
え
く
ぼ

や
銀
木
犀

南　

久
美
子

熊
野
路
の
雄
姿
の
滝
や
霧

が
く
れ

山
下　

久
一

吾
亦
紅
活
け
て
素
朴
な
壺

と
な
る

松
村
二
三
枝

子
ら
は
し
ゃ
ぎ
刈
田
に
ポ

ツ
ン
案
山
子
立
ち

佐
藤
か
な
め

裸
木
の
隙
間
に
遠
く
我
が

閑
居

若
林　

節
子

花
山
会
（
北
）

吾
が
背
丈
上
回
り
た
る
花

薄

林　

巳
三
子

篭
る
身
を
木
犀
の
香
に
い

や
さ
れ
て

井
関　

礼
子

ひ
ま
わ
り
句
会
（
北
）

吊
し
柿
に
せ
ん
と
て
色
づ

き
ゆ
く
を
待ま

つ石
井　

敏
子

母
の
日
に
貰も

ら

い
し
鉢
植
え

五
度
目
咲
く

辻　

寿
賀
子

ひ
よ
ど
り
台
句
会
（
北
）

先
見
え
ぬ
未み

曾ぞ

有う

の
世
界

秋
来
た
る

塩
見　

光
子

ふ
る
里
の
さ
ば
鮨
く
る
む

柿
落
葉

田
中　

弘
子

金
色
の
芒す

す
き

を
ぬ
け
る
風
の

波

筒
井　

豊
子

花
壇
み
な
更
地
と
な
り
て

何
植
わ
る

中
井　

光
子

包
丁
を
嚙
み
た
る
ま
ま
の

南か
ぼ
ち
ゃ瓜
か
な

矢
谷
登
美
子

北
斗
句
会
（
北
）

地
震
多
き
列
島
縦
断
鳥
渡

る

脇
坂
有
多
子

単
線
の
ひ
と
駅
ご
と
の
豊

の
秋

秋
山　

弘
之

新
走
り
元
酒
蔵
は
レ
ス
ト

ラ
ン

久
松　

礼
子

表
札
の
な
き
家
増
え
た
る

金
木
犀

祇
園　

明
敏

惣
菜
の
品
数
増
へ
て
豊
の

秋

増
田　

嗣
夫

隠か
く
し

沼ぬ

に
一
夜
仮
寝
の
渡
り

鳥

岸
下　

庄
二

鳥
渡
る
空
の
広
さ
を
使
ひ

切
り

北
条　

幸
夫

星
流
る
丹
生
山
の
露
天
風

呂

松
本　

洋
子

諍い
さ
か

ひ
に
糸
口
な
く
て
秋
暑

し

金
行　
　

隆

三
つ
編
み
の
髪
解
き
つ
つ

秋
惜
し
む

藤
井
久
美
子

コ
ン
バ
イ
ン
金
波
を
進
む

豊
の
秋

黒
田　

久
江

福
寿
草
句
会
（
須
）

推
敲
の
二
転
三
転
夜
長
の

灯

上
原　

綾
子

縄
の
れ
ん
旬
の
焼
鯖
定
番

に

藤
田　

栄
一

梨
剝
く
や
問
は
ず
語
り
の

今
日
を
聴
く
林　
　

慎
一

ミ
ス
テ
リ
ー
主
犯
読
み
解

く
秋
の
夜
半

岩
田
美
代
子

草
の
花
小
瓶
に
挿
し
て
風

呼
び
ぬ

松
下
修
二
郎

梨
剝
い
て
あ
ふ
る
る
果
汁

す
す
り
け
り

髙
見
希
豫
子

き
ら
く
句
会
（
西
）

百
選
の
棚
田
を
彩
る
彼
岸

花

田
野　

湯
仙

文
芸
欄

文
芸
欄

　

あ
れ
ほ
ど
騒
が
れ
た

コ
ロ
ナ
禍
。
発
症
者
の

数
も
激
減
し
ま
し
た
。

　

ほ
ん
と
う
に
こ
れ
で

終
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
も
う
少
し
マ
ス
ク

や
手
洗
い
、
３
密
な
ど

に
気
を
つ
け
た
ほ
う
が

良
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

あ
と
が
き

野
に
紅
き
帯
ほ
ど
け
し
や

曼
珠
沙
華

森
本　

珠
実

草
む
ら
に
二
本
可
憐
な
彼

岸
花

山
本
ス
ミ
子

職
人
の
こ
は
ぜ
光
る
や
秋

の
風

大
橋　

治
子

赤
蜻
蛉
来
て
ま
た
去
り
て

墓
終
ふ

喜
田　

弘
征

無
花
果
が
想
い
だ
さ
せ
る

祖
母
の
庭

阪
本　

道
子

月
が
丘
む
つ
み
会
（
西
）

清
秋
や
高
き
も
ち
の
木
色

付
く
実

藤
森　

勝
子

楠
揺
ら
す
凩
催
い
吹
き
抜

け
て

川
上　

富
範

秋
立
や
巣
立
つ
準
備
か
つ

ば
め
の
子

武
井　

勇
二

■
個
人

気き

温お
ん

や
ら
急き

ゅ
う

降こ
う

下か

冬ふ
ゆ

支じ

度た
く

（東）
武
田　

勝
子

琴
の
音
や
響
き
渡
り
し
秋

の
宵

（東）
早
川
キ
ミ
エ

秋
澄
む
や
傘
寿
願
い
て
延

暦
寺

（灘）
都
倉　

知
子

満
月
や
ほ
ほ
え
ん
で
い
る

歩
こ
う
よ

（灘）
山
上　

幸
子

推
敲
を
重
ね
て
は
消
す
夜

寒
か
な

（北）
竹
村　

良
子

色
白
の
姉
は
三
才
墓
洗
う

（須）
福
本　

和
恵

独
居
の
ラ
ジ
オ
聴
き
つ
つ

梨
を
喰
む

（須）
渡
辺
眞
佐
代

ビ
ル
壁
を
染
め
ゆ
く
夕
日

天
高
し

（垂）
大
上　

昭
敏

山
寺
の
鐘
の
音
が
降
る
里

の
秋

（垂）
藤
田　

恵
子

推
敲
の
一
字
の
迷
ふ
夜
長

か
な

（垂）
山
田
と
し
ゑ

秋
天
に
明
石
海
峡
白
い
波

（西）
小
幡
美
沙
子

コ
ロ
ナ
禍
で
子
供
み
こ
し

も
中
止
と
は
残
念

（西）
藤
長　

文
子
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